
����������������	�
�������������	�


�

��������

　

本
年
度
か
ら
運
営
形
態
が
変
わ
り
、改
革
に
着
手

し
た
芦
屋
病
院
に
、九
月
一
日
か
ら
新
た
に
外
科
副

院
長
の
着
任
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

小
川
法
次
副
院
長（
外
科
）に
、新
任
の
小
関
萬
里

副
院
長（
外
科
）が
加
わ
り
、副
院
長
二
人
体
制
と
な

り
、常
勤
の
外
科
医
が
五
人
と
な
り
ま
す
。

　

外
科
の
外
来
診
療
、入
院
・
手
術
等
が
充
実
す
る
と

と
も
に
、外
科
救
急
医
療
も
向
上
す
る
こ
と
が
期
待

で
き
ま
す
。

　

小
関
萬
里
医
師
は
、昭
和
五
十
一
年
大
阪
大
学
医

学
部
卒
業
後
、香
川
大
学
医
学
部
外
科
、米
国
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
立
大
学
・
国
立
病
院
機
構
呉
医
療
セ
ン

タ
ー
・
中
国
が
ん
セ
ン
タ
ー
外
科
系
診
療
部
長
を
経

て
、九
月
か
ら
芦
屋
病
院
に
赴
任
し
ま
す
。

　

専
門
は
消
化
器
外
科
、内
分
泌
外
科
で
、日
本
外
科

学
会
認
定
指
導
医
・
日
本
消
化
器
外
科
学
会
認
定
指

導
医
・
消
化
器
が
ん
外
科
治
療
認
定
医
な
ど
多
数
の

資
格
を
持
つ
ベ
テ
ラ
ン
の
専
門
医
で
す
。当
院
で
も

消
化
器
が
ん
、乳
が
ん
な
ど
悪
性
腫
瘍
の
診
断
・
治
療

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、一
般
外
科
診
療
に
お
い
て
も

大
い
に
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

四
月
に
は
、松
梨
達
郎
血
液
内
科
部
長
・
紺
屋
浩
之

糖
尿
病
内
科
部
長
の
二
人
が
赴
任
し
ま
し
た
。

　

両
部
長
と
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
で
、当
院
の
内
科
診
療
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

整
形
外
科
で
は
、表
一
岐
医
長
が
加
わ
り
、従
来
か

ら
積
極
的
に
眼
科
手
術
を
行
っ
て
き
た
西
口
文
医
師

が
、七
月
か
ら
眼
科
責
任
者
と
し
て
医
長
に
昇
任
し

ま
し
た
。　

　

ま
た
、六
月
に
は
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
分
野
の

充
実
を
目
的
に
、今
井
教
仁
言
語
聴
覚
士
を
採
用
し

ま
し
た
。高
齢
者
に
多
い
え
ん
下
障
害
の
リ
ハ
ビ
リ

を
専
門
と
し
、食
事
摂
取
の
促
進
や
誤
え
ん
性
肺
炎

の
予
防
な
ど
に
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。当
院
で
活

躍
中
の
、栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム（
個
々
の
患
者
さ
ん

の
栄
養
管
理
を
適
切
に
実
施
す
る
た
め
の
医
師
・
看

護
師
・
栄
養
士
・
薬
剤
師
な
ど
多
職
種
か
ら
な
る
チ
ー

ム
）の
一
員
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
や
、栄
養
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
は
、患
者
さ
ん
の
生

活
の
質
の
向
上
に
と
っ
て
、欠
か
せ
な
い
存
在
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
今
の
医
師
不
足
、「
医
療
崩
壊
」が
叫
ば
れ
る
中

で
、芦
屋
病
院
は
医
師
の
人
材
確
保
に
努
力
し
、実
績

を
上
げ
て
い
ま
す
。医
師
数
を
そ
ろ
え
る
だ
け
で
な

く
、質
の
高
い
医
療
が
で
き
る
医
療
従
事
者
を
、引
き

続
き
増
や
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

せ
っ
か
く
の
優
秀

な
人
材
で
す
の
で
、活

用
し
て
い
た
だ
け
ま

す
よ
う
、市
民
の
皆
さ

ん
の
積
極
的
な
ご
利

用
・
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。
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　黒いものに対し攻撃することが多いので、ハイキング時は、長
袖の白っぽい服装や黄色など明るい色の長袖服装・帽子や手袋
を着用しましょう。遭難時にも役立ちます。
�������	�
　化粧品や清涼飲料に含まれる匂いの中に、攻撃行動をもたらす警報フェロモンの成分
が含まれていることが分りました。化粧品や香水などは避けましょう。
�������	
���
　多数のハチが攻撃してきたとき、防虫・殺虫スプレーが手元にあれば、被害が最小限
に食い止めることができます。
�������	�
　クヌギ・コナラの樹液の出ている木の付近・樹洞・道端の穴などには注意しましょう。
また、辺りに飛び交うハチが急に多くなったり、一方向に飛ぶようであれば、近くに
巣があるおそれがあります。
�������	
���
　万一の場合、助けを求めることができません。複数で行動することが大切です。
�������	�
��
�������
�������
　ハチの追いかけてくる距離は80ｍ程度と言われています。ハチを手で振り払うよう
な早い動きをすると、攻撃してくることがありますので、身をかがめ気味に逃げてく
ださい（目的を見失い、襲ってくることはない）。また、運転中の車にハチが入った時は、
触らなければ刺しませんので、安全な所に車を止め、窓を全開して出て行くのを待ち
ましょう。パニックにならないようしてください。
�������	�
　①はれや痛みには、氷のうや水道水・川の水等で傷を冷やすのも効果があります。
　②ステロイド軟膏・抗ヒスタミン剤を服用します。医者に行き症状を話し、処方して
もらいましょう。なお、アンモニアや尿を塗ることは、効果がなく有害ですので絶対
にやめましょう。

������

�������	
��
�
　アライグマが出没した場合、個人の敷地内では駆除活動に制限があり、個人宅や施設
については、個人等の対応になります。侵入に気が付いた時は、くん煙剤等で追い払
い、建物等から出たことを確認し、再度侵入を防ぐ対策を講じた上で、駆除の手続き
をしてください。
�������	
��
�����
　地区の自治会長等を通じて、経済課にご相談ください。猟友会の
協力を得て、駆除に当たります。駆除までは、法的な手続きのた
め若干の期間を要します（有害鳥獣であっても許可なく捕獲処分
することは罰せられます）見かけたら近づいたりしないでくださ
い。また、餌を与えたり、屋外にペットの餌を放置しないよう、ご
協力ください。
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　①至近距離で出会った時は、目を合わせないようにし、その
　場を去ってください。
　②サルを目撃した場合は、室内に侵入させないよう窓や扉を
　閉める。
　③石を投げたり、棒でたたく等の事をして、猿に危害を与え
　ない。
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�����　８月29日（土）午後２時～３時30分
�����　市民センター 401室　
�����　遺伝子診断について　
�����　大阪大学先端科学イノベーション 
 　　　　　  センター招聘教授・山�義光氏　
��������　200円　
�����　直接会場へ
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■全市の市街図のほか、市章の由来、市の木・市の花の紹介、市内の主な
　施設・窓口案内、歴史や見て歩きマップなどを掲載しています。

■お１人に１部を、市役所１階行政情報コーナー、ラポルテ市民サービス
　コーナーで差し上げています。

　ご希望のかたは、上記へお申し出ください。
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�試験日：８月26日（水）　�人事・経理・
医事各若干名/試験内容（一般常識・地方
公務員法・地方公営企業法・診療報酬制
度・簿記・企業会計・労働関係等の総合問
題）ほか　�継続して実務経験５年以上
（一般病床200床程度の病院）のかた　�
８月10日～24日（平日９時～17時）に下記
へ　�＆�芦屋病院総務課（�31-2156）

　

�������	
���
�８月30日（日）９時 ～ 17時　�＆�納税
相談・納税 ※北館地下１階・警備室で手続
き後に右記窓口へ　�収税課（�38-2014）

�������	�
��
���
�９月７日（月）10時～12時・13時～16時
�所得税（譲渡）・相続（贈与）税・法人税・
消費税等の相談　�＆�芦屋納税協会
（�31-5318）

�������	
���
�10月25日（日）　�神戸市ほか７会場　
�甲種・乙種全類・丙種　�９月２日～11
日までに、郵送か直接持参で試験セン
ター（願書に記載）へ※市内各消防署で願
書を配布　�消防本部（�38-2098）

�������	
��
���
�食品加工科の募集（応募前に２日間の体
験実習あり）　�15人、療育手帳所持者（そ
の他条件あり）　�９月１日～10月30日ま
でに、西宮公共職業安定所（�0798-75-
6711）へ　�県立障害者高等技術専門学院
（�078-927-3230）

�������	
���
��
�＆�戦没者等の死亡当時の遺族で、平
成17年４月１日から平成21年３月31日の
間に亡くなるなどし、平成21年４月１日
において、公務扶助料や遺族年金等を受
ける受給権者がいない場合に、第９回特
別弔慰金（額面24万円、６年償還の記名国
債）が支給されます。対象となる遺族のか
たは、問い合わせの上請求してください
�請求は、平成24年４月２日まで（期限を
過ぎると、法律の規定により、特別弔慰金
を受ける権利が消滅します）　�地域福
祉課（�38-2040）

��������	
��
������
����������	
��
�����
�提出期間：８月10日～22日<平日・執務
時間内>まで※16日（日）・22日（土）10時～
16時受け付け　�「現況届」（８月上旬に
発送予定）・「児童扶養手当一部支給停止
適用除外事由届出書」（すでに送付済のか
たのみ）の提出。※期限内に提出しない場
合、８月分以降の手当が支給停止となる
ことがありますので、ご注意ください　
�児童扶養手当受給者のかた　�こども
課（�38-2045）　

�������	
��
�����
�９月４日～（１・３金曜日） <全８回>
14時～15時30分　�三条会館　�いすを
使った体操・バランス運動　�おおむね
65歳以上のかた<要予約>　�お茶、タオ
ル　�８月17日（月）から右記へ　�高年
福祉課介護保険担当（�38-2024）

�������	
��
���
������������	
�
�①９月10日（木）10時～11時30分②９月24
日（木）10時～11時30分　�①読んでもらう
心地よさ～絵本のちから②主食の絵本とお
やつの絵本～絵本を選ぶちから　�子育て
中（祖父母を含む）・子育て支援に携わるかた
20人・赤ちゃん（０歳～）同伴可<一時保育>
２歳以上就学前の幼児、先着８人・１人300
円　�講座名・住所・氏名・電話（ファクス）番
号、一時保育子どもの名前・月齢を記入し、
はがき・電話・ファクス、または窓口へ　�＆
�男女共同参画センター（�38-2023/�38-
2175/〒659-0092 大原町2-6 ラ・モール芦屋２階）

��������
�９月９日・11日・16日・18日<全４回>①10
時～12時②13時～15時　�①女性パソコ
ン基礎教室②写真加工※Windows XP使用
�全日受講可能な初心者６人（①女性のみ）
�各2,000円　�はがきに、希望教室名（１
教室１枚）・郵便番号・住所・氏名・年齢・電
話番号を明記し、８月25日（火）<必着>ま
でに下記へ。※応募多数時は抽選。結果は、
受講者にのみ、はがきで通知　�＆�上
宮川文化センター（�22-9229/〒659-0061 
上宮川町10-5）

�������	
�
��
�10月～平成22年３月<全12回>（35講座）　
�兵庫県広域防災センター（三木市）　�県
内在住・在勤の自主防災組織のリーダー・ボ
ランティア120人　�＆�９月10日（木）まで
に、県広域防災センター（�0794-87-2920）へ

�������	
��
�
�����������／課税課市民税担当　�38-2016
�������	
���
����������

��／課税課管理担当　�38-2015
�������	
��



�／西宮
県税事務所個人課税課   �0798-39-1512
�������	
��
�
�／保険医療助成課保険担当　�38-2035
�������	
���
����
   ／高年福祉課介護保険担当　�38-2046
�������	
����
��������
�������／保険医療助成課医療助成担当

　�38-2037

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																					
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　高等技能訓練促進費は２年以上のカリキュラムを修業することが必要な高等技
能・資格（看護師・介護福祉士・保育士・理学療法士・作業療法士）の取得を目指し、養成
機関に在籍する母子家庭の母親（児童扶養手当を受給されているかた、または同等の
所得水準のかた）に支給されます。※事前に上記へ相談ください。

��

修業期間の全期間修業期間の最後の２分の１
（上限18カ月）����

非課税世帯　月額　141,000円
課税世帯　　月額 　 70,500円

非課税世帯　月額　103,000円
課税世帯　　月額 　 51,500円�����
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※第２集「歴史さんぽ」・第３集「植物の
かんさつ」・第４集「小さな生きものた
ち」・第５集「文学さんぽ」と第９集「写
真で見る芦屋今むかし２」は各冊400円。
第６集「芦屋の地名をさぐる」・第７集
「写真で見る芦屋今むかし１」・第８集
「描かれた芦屋の風景」は各500円。
※第１集「伝記・物語」は完売しました。

�������	
��
����
�����

���　９月17日（木）午前10時～11時
30分　���　市民センター 401室
����　「水」を取り巻く世界の現状
���　日本ポリグル株式会社代表取
締役会長・小田 兼利氏　���　60人
����　500円　�����　はが
きかファクスに住所・氏名・電話番号を
記入し、８月31日（月）までに下記へ
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�
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　児童扶養手当は、父と生計をともにできない児童が養育されている家庭の生活の
安定と自立を助けるために、児童の母や母に代わってその児童を養育しているかた
に支給されます。また、 父と生計をともにできている児童でも、父に
極めて重度の障がいがある場合等には支給されます。
　支給期間は、18歳に達する日以降の最初の３月31日までです。
　※ただし、所得制限があります。（下表）

����������������

46,720円41,720円�������

46,710円～14,850円まで
の10円きざみの額

41,710円～9,850円までの
10円きざみの額�������

※児童が３人以上のときは、１人増えるごとに3,000円が加算されます。

�������	
���

�����

���
�������
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236万円192万円19万円���

274万円230万円57万円���

312万円268万円95万円���

350万円306万円133万円���

388万円344万円171万円���

426万円382万円209万円���
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　平日（月～金曜日）　午前10時～午後７時
　土曜・日曜・祝日 　午前10時～午後５時
����　８月20日（木）
�����　住民票の写し・印鑑証明書・戸籍全部・個人事
項証明書・外国人登録原票記載事項証明書・市民税県民
税課税証明書・固定資産課税台帳記載事項証明書など

�����　土・日・祝日と、平日の午後５時30分以降、除籍・
改製原戸籍謄抄本・税務証明等は取り次ぎで発行します。
各種届出・登録の手続きは、市役所市民課へ。


